
春 三月、 万感交到る
こ も ご も

校長 中山 克彦

朝日を浴びる山々の色合いがさりげなく力強く春が来たことを告げています。今，特に朝方はなん
とも心地よい風が吹き，桜の実をついばむ鳥の姿にも風情を感じる日々です。
さて，去る３月12日は，本校の卒業式でした。地域の皆様にも多数御出席いただき本校の児童生

徒の「晴れ姿」を御覧いただき，ありがとうございました。「いい卒業式でしたね。」「はい。」短いやり
とりではありますが，本当にそのお言葉をありがたく受け止めているところです。
校長としてどうかと思いますが，包み隠さず申しますと，子どもたち，職員，本当によくがんばり最高
の卒業式を実現させてくれたと思います。例えば，子どもたちはこんなことをやってのけました。適切な
タイミングに張りのある声で返事をする。自分の姿を意識し堂々と歩く。情感を込めて読み上げる。呼
びかけを自分の言葉として獲得し相手に届ける。何度も何度も練習したのです。本当に高度なことに
挑戦したのです。校内の運動会や学習発表会，ロードレース，校外では修学旅行，弁論・スピーチ大
会，陸上記録会，音楽発表会等々，学校行事には，一人一人の子どもの力をぐんと一気に引き出す
力があります。子どもたちは，この卒業式を経験したことで，学力・人間力（自立した一人の人間とし
て力強く生きていくための総合的な力）をさらに力を高めたと思います。これもひとえに保護者の皆
様の御家庭での子育て，教育，御支援あってのことと思っています。本当にありがとうございます。
また，この式にかける職員の思いもいたるところに垣間見えました。設営，服装，所作，歌声，伴奏，
表情，そして集中力。挙げればきりがありません。それを後押ししてくださった来賓の皆様，会場の皆
様（昨年卒業した高校１年生も駆けつけてくれました。），そして出席はかなわなくとも地域で応援し
てくださる皆様，メッセージを贈ってくださった前職員の方々……。わたしが常々目指している「一座
建立」が味わえたひとときでした。
さて，このような余韻に浸りつつ，学校では年度末の学習，締めくくりの活動に励んでいるところで

すが，３月21日，教職員定期人事異動発表と併せて，市小学校が令和６年度，休校となることが決ま
りました。そのため，通常の異動に加え，小学校休校による異動も生じることになりました。職員のお
子さんである児童生徒も転校することになります。また，御家庭の都合による転居のため，市中学校
も生徒で残るのは１人となります。本校職員の人数も少なくなります。
慣れ親しみ，いつも一緒だった友達と別れ，別の学校やこれまでと異なる状況で生活・学習してい

く。転出する児童生徒も残る生徒も，一人一人その中身は違えども，大きな転機・挑戦のときを迎える
ことになります。
保護者，地域の皆様におかれましても，豊かで貴重な体験をさせてくださり，学校や地域，登下校

や行事等で当然のように見かけていた子どもたちが急激に少なくなることは，本当に寂しいことだと
思います。これは子どもたちも同じで，どの子も惜別と感謝の気持ちでいっぱいです。
卒業や出発を祝う一方で惜別の思い，新たな場で活躍する児童生徒や職員に馳せる思い，４月

からの新年度市校のスタートへの決意と期待，様々な思いが交錯し，まさに「万感交（こもごも）到
る」の心境です。

ただ，これだけは。８人の子どもたちのそれぞれの物語はまだまだ続きます。すばらしい魅力とまだま
だ可能性を秘めた市の宝子たち。この地で培われた絆が人生の糧となり，さらによき縁となることを
願い，最後にこの言葉を贈ります。 「住むところが違っても，好きなものが違っても，友達は友達。」
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【卒業式】 

３月 12 日（火）卒業式が行われ

ました。たくさんの来賓，保護者，

集落の方々を前に，３人の児童生徒

は堂々とした態度で卒業証書を受

け取りました。また卒業生も在校生

も最後まで集中して式に臨みまし

た。感動と温かさのあふれる素晴ら

しい卒業式となりました。 

【思い出をつくる】 

小５・６年生は自分たちで「感謝の

気持ちを伝える会」を企画し，お菓

子を手づくりし職員をもてなして

くれました。また中学生はグラン

ドゴルフを行い，残された時間を

楽しく過ごしました。思い出に残

る大切な時間となりました。 

【ゆらおうタイム】 

 今月のゆらおうタイムでは「宝探し

ゲーム」を行いました。宝は言葉が書

かれた巻物でした。隠された宝を探し

て大騒ぎ。やっと探し当て，書かれた

言葉をつなぎ合わせると…「いちこう

さいこう」。みんなで笑顔いっぱいの

時間を過ごせました。 


